
収入保険制度の導入が決定され ました。

具体的な仕組み

平成31年の導入に向け今通常国会（193回）に法案が提出されます。

収入保険制度は、品目の枠にとらわれず、自然災害による収量減少だけでなく、価格低下なども含めた収入
減少を補償する仕組みです。

保険料・積立金・補償額の例

農業者に用意いただくお金

基準収入が1,000万円の農業者が、補償限度9割（8割が保険方式＋1割が積立方式）、支払率9割を選択した場合

加入・支払等のスケジュール（平成30年秋 加入申請を行う場合）

青色申告を行っている農業者（個人・法人）が対象です。
※５年以上の青色申告実績がある方が基本ですが、青色申告（簡易な方式を含む）の実績が、制度加入時に１年分あれば加入
　できます。なお、その場合の補償限度額は、申告実績が５年になるまで徐々に引き上げていく等の措置が検討されています。

当年の収入が基準収入の９割（５年以上の青色申告実績がある場合）を
下回った場合に、下回った額の９割（支払率）を補填します。
※基準収入は、農業者ごとの過去５年間の農産物の販売収入の平均（５中５）を基本とし、
　規模拡大など当年の営農計画等も考慮して設定します。
※補償限度額及び支払率は複数の割合から選択できます。
※「掛捨ての保険方式」に「掛捨てとならない積立方式」も組み合わせるかどうかを選択できます。

農業者は、保険料・積立金を支払って加入します。（任意加入）

（個人の場合のイメージ）

※保険料は掛捨てになります。保険料率は、今後変更があり得ますが、現時点の試算（補償限度８割）では1%（50%の国庫補助後）です。
※積立金は自分のお金であり、補填に使われない限り、翌年に持ち越されます。75%の国庫補助があります。

（注）5年以上の青色申告実績がある者が、補償限度9割（保険方式＋積立方式）を選択した場合

保険料は、 7.2万円
積立金は、 22.5万円
合計 29.7万円
（参考）保険料・積立金の計算方法

●保険料 ＝ 基準収入×補償限度（0.8を上限に選択）×支払率（0.9を上限に選択）×保険料率（1%）
●積立金 ＝ 基準収入×積立幅（1割）×支払率（0.9を上限に選択）×1/4

青色申告の実施
3月15日までに最寄りの
税務署に「青色申告承認
申請書」を提出

平成29年

加入申請
（10月～11月）

保険料の納付
（12月末まで）

平成30年

収入保険制度の
収入算定期間
（1月～12月）

平成31年

確定申告
（3月）

保険金等の
請求・支払
（3月～6月）

平成32年

収入保険制度はNOSAI団体が新しく設立する全国組織が実施する予定です。

補填金額

補填金
の合計

収入減少の程度
（当年収入）

補填金を含めた
当年収入

（対基準収入）

30%（700万円） 880万円（88%）180万円 90万円 90万円

50%（500万円） 860万円（86%）360万円 270万円 90万円

100%（    0万円） 810万円（81%）810万円 720万円 90万円

積立金保険金

〈 補填イメージ 〉

農業者ごとの
過去5年間の収入

過去5年間の平均収入
（5中5）を基本

支払率
（9割を上限として選択）

100%

90%(積立方式の補償限度額）

80%(保険方式の補償限度額）

収
入
減
少

自己責任部分

当年収入

保険金
積立金

基準収入

現在、青色申告を行っていない農業者は毎年3月15日までに最寄りの
税務署に「青色申告承認申請書」を提出すれば、翌々年から収入保険
制度に加入できます。
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■
郵
便
は
が
き
に
右
記
の
要
領
で
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。ま
た

は
メ
ー
ル（
k
i
k
a
k
u
@
y
m
g
c-

n
o
s
a
i.
o
r.
j
p
）

で
も
受
け
付
け
ま
す
。

■
締
切
／
平
成
29
年
5
月
6
日（
土
）（
当
日
消
印
有
効
）

■
正
解
者
の
中
か
ら
抽
選
で
20
名
様
に
粗
品
を
進
呈
し
ま
す
。

（
正
解
は
№
13
号
で
発
表
し
ま
す
）

※

当
選
者
の
発
表
は
、商
品
の
発
送
を
も
っ
て
か
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

※

た
く
さ
ん
の
ご
応
募
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

※

応
募
は
が
き
に
ご
記
入
い
た
だ
い
た
個
人
情
報
は
景
品
の
発
送
、

　お
便
り
の
紹
介
の
た
め
に
使
用
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

ク
イ
ズ
が
2
つ
あ
り
ま
す
。そ
れ
ぞ
れ
に
お
答
え
く
だ
さ
い
。

前
回
の
N
O
S
A
I
ク
イ
ズ
の
答
え

第
1
問
：
③
ジ
ャ
ン
ボ
タ
ニ
シ
　
第
2
問
：
③
３
年
間

多
数
の
ご
応
募
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

山
口
県
が

3
月
か
ら
6
月
ま
で

実
施
し
て
い
る

運
動
名
は
何
で
し
ょ
う
？

①
春
の
農
作
業
安
全
確
認
運
動

②
春
の
全
国
交
通
安
全

　
確
認
運
動

③
全
国
地
域
安
全
確
認
運
動

き
ら
ら
に
登
場
し
て
く
だ
さ
っ
た

岡
村
有
菜
さ
ん
は
、

青
海
島
を
何
の
乗
り
物
で

案
内
し
て

く
れ
る
の
で
し
ょ
う
か
？

①
観
光
バ
ス

②
観
光
船

③
観
光
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー

①第1問の答え
②第2問の答え
③〒　住所
④氏名（ふりがな）
⑤年齢
⑥電話番号
⑦NOSAIへのご意見
　ご要望などを自由に
　お書きください。

52
山
口
市
小
郡
下
郷
2
2
7
6
番
地
6

N
O
S
A
I
山
口

「
N
O
S
A
I
ク
イ
ズ
」係

0 0 0 27 5 4

第
1
問

第
2
問

任
期
満
了
に
伴
う
改
選
の
お
知
ら
せ

山
口
県
農
業
共
済
組
合
で
は
、平
成
29
年
度
が
総
代
や
理
事
等
の
任
期
3
カ
年
の
満
了
の
年
を
迎
え
る
こ
と
か
ら
、一
斉
に
役
職
者
の
改
選
を
行
い
ま
す
。

﹇
獣
医
師
職
員
新
規
採
用
の
お
知
ら
せ
﹈

平
成
29
年
１
月
１
日
付

楠
瀨 

若
菜

阿
東
地
区
家
畜
診
療
所 

係

く  

す  

の  

せ

わ  

か  

な

組
合
員
の
中
か
ら
選
ば
れ
た
農
家
の
代
表
で
す
。予
算
や
事
業
計
画

な
ど
組
合
運
営
に
関
す
る
こ
と
を
決
定
す
る
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

【
総
代
】

理
事
：
組
合
運
営
の
執
行
機
関
と
し
て
の
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

監
事
：
業
務
の
執
行
状
況
や
財
産
状
況
を
調
査
す
る
役
割
を

　

　
　
　担
っ
て
い
ま
す
。

【
理
事
・
監
事
】

災
害
発
生
に
関
わ
る
損
害
防
止
や
損
害
の
認
定
に
つ
い
て
調
査
審

議
す
る
ほ
か
、評
価
地
区
ご
と
の
均
衡
を
図
る
た
め
の
抜
取
調
査

を
行
う
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

【
損
害
評
価
会
委
員
】

災
害
が
発
生
し
た
際
、現
地
で
損
害
を
調
査
し
た
り
、善
後
処
理

な
ど
の
指
導
を
し
ま
す
。被
害
圃
場
で
は
、収
量
調
査
を
行
う
な

ど
損
害
評
価
の
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

【
調
整
評
価
員
・
損
害
評
価
員
】

加
入
申
込
書
の
と
り
ま
と
め
や
広
報
紙
の
配
布
、各
共
済
事
業

へ
の
加
入
推
進
・
協
力
、損
害
通
知
の
受
理
、そ
の
他
日
常
の
業

務
に
関
し
て
、組
合
と
組
合
員
の
間
を
結
ぶ
大
切
な
役
割
を

担
っ
て
い
ま
す
。

【
共
済
部
長
】

総
代
の
任
期
満
了
に
伴
う
改
選
日
程

総
代
の
選
挙
区
及
び
定
員

選  

挙  

区

総
代
定
数

区  

域

６
人

６
人

６
人

４
人

８
人

３
人

３
人

６
人

３
人

７
人

７
人

６
人

５
人

６
人

６
人

和
木
町
、岩
国
市（
旧
岩
国
市
、由
宇
町
、玖
珂
町
）

岩
国
市（
周
東
町
）

岩
国
市（
美
川
町
、錦
町
、本
郷
町
、美
和
町
）

周
防
大
島
町

柳
井
市

平
生
町
、上
関
町

田
布
施
町

光
市

下
松
市

周
南
市（
旧
徳
山
市
）

周
南
市（
旧
熊
毛
町
、旧
鹿
野
町
、旧
新
南
陽
市
）

防
府
市（
防
府
、牟
礼
、富
海
、中
関
、向
島
、華
城
、西
浦
）

防
府
市（
大
道
、右
田
、小
野
）

山
口
市（
鋳
銭
司
、名
田
島
、陶
、秋
穂
二
島
、秋
穂
、大
海
）

山
口
市（
嘉
川
、佐
山
、小
郡
、阿
知
須
）

岩
国
・
和
木
１
区

岩
国
・
和
木
２
区

岩
国
・
和
木
３
区

周
防
大
島

柳
井

平
生
・
上
関

田
布
施

光下
松

周
南
１
区

周
南
２
区

防
府
１
区

防
府
２
区

山
口
１
区

山
口
２
区

選  

挙  

区

総
代
定
数

区  

域

９
人

６
人

６
人

６
人

７
人

７
人

11
人

７
人

12
人

８
人

12
人

６
人

７
人

８
人

６
人

山
口
市（
山
口
、吉
敷
、大
歳
、平
川
、宮
野
、仁
保
、小
鯖
、大
内
）

山
口
市（
旧
徳
地
町
）

山
口
市（
旧
阿
東
町
）

萩
市（
旧
萩
市
）

萩
市（
旧
川
上
村
、旧
旭
村
、旧
福
栄
村
、旧
む
つ
み
村
）

萩
市（
旧
田
万
川
町
、旧
須
佐
町
）、阿
武
町

宇
部
市

山
陽
小
野
田
市

下
関
市（
旧
下
関
市
）

下
関
市（
旧
菊
川
町
、旧
豊
田
町
）

下
関
市（
旧
豊
浦
町
、旧
豊
北
町
）

長
門
市（
旧
三
隅
町
、旧
長
門
市
）

長
門
市（
旧
日
置
町
、旧
油
谷
町
）

美
祢
市（
旧
美
東
町
、旧
秋
芳
町
）

美
祢
市（
旧
美
祢
市
）

山
口
３
区

山
口
４
区

山
口
５
区

阿
武
萩
１
区

阿
武
萩
２
区

阿
武
萩
３
区

宇
部

山
陽
小
野
田

下
関
１
区

下
関
２
区

下
関
３
区

長
門
１
区

長
門
２
区

美
祢
１
区

美
祢
2
区

●●●●●●●

総

代

選

挙

通

知

総

代

選

挙

公

告

立
候
補
・
推
薦
届
受
付
締
切

立
候
補
・
推
薦
候
補
者
公
告

総

代

選

挙

投

票
日

当

選

人

公

告

総

代

就

任
…
…
…
…
…
…
…

…
…
…
…
…
…
…

…
…
…
…
…
…
…

…
…
…
…
…
…
…

…
…
…
…
…
…
…

…
…
…
…
…
…
…

3
月
24
日

4
月
16
日

4
月
19
日

4
月
20
日

4
月
26
日

5
月
7
日

■改選のイメージ

組合員

共済部長

損害評価会委員
(損害評価会) 監事(監事会)

損害評価員総代（総代会）

理事(理事会)

推薦・選任選挙

選任 選任選任

委嘱 任命

推薦

応募方法
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■
郵
便
は
が
き
に
右
記
の
要
領
で
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。ま
た

は
メ
ー
ル（
k
i
k
a
k
u
@
y
m
g
c-

n
o
s
a
i.
o
r.
j
p
）

で
も
受
け
付
け
ま
す
。

■
締
切
／
平
成
29
年
5
月
6
日（
土
）（
当
日
消
印
有
効
）

■
正
解
者
の
中
か
ら
抽
選
で
20
名
様
に
粗
品
を
進
呈
し
ま
す
。

（
正
解
は
№
13
号
で
発
表
し
ま
す
）

※

当
選
者
の
発
表
は
、商
品
の
発
送
を
も
っ
て
か
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

※

た
く
さ
ん
の
ご
応
募
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

※

応
募
は
が
き
に
ご
記
入
い
た
だ
い
た
個
人
情
報
は
景
品
の
発
送
、

　お
便
り
の
紹
介
の
た
め
に
使
用
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

ク
イ
ズ
が
2
つ
あ
り
ま
す
。そ
れ
ぞ
れ
に
お
答
え
く
だ
さ
い
。

前
回
の
N
O
S
A
I
ク
イ
ズ
の
答
え

第
1
問
：
③
ジ
ャ
ン
ボ
タ
ニ
シ
　
第
2
問
：
③
３
年
間

多
数
の
ご
応
募
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

山
口
県
が

3
月
か
ら
6
月
ま
で

実
施
し
て
い
る

運
動
名
は
何
で
し
ょ
う
？

①
春
の
農
作
業
安
全
確
認
運
動

②
春
の
全
国
交
通
安
全

　
確
認
運
動

③
全
国
地
域
安
全
確
認
運
動

き
ら
ら
に
登
場
し
て
く
だ
さ
っ
た

岡
村
有
菜
さ
ん
は
、

青
海
島
を
何
の
乗
り
物
で

案
内
し
て

く
れ
る
の
で
し
ょ
う
か
？

①
観
光
バ
ス

②
観
光
船

③
観
光
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー

①第1問の答え
②第2問の答え
③〒　住所
④氏名（ふりがな）
⑤年齢
⑥電話番号
⑦NOSAIへのご意見
　ご要望などを自由に
　お書きください。

52
山
口
市
小
郡
下
郷
2
2
7
6
番
地
6

N
O
S
A
I
山
口

「
N
O
S
A
I
ク
イ
ズ
」係

0 0 0 27 5 4

第
1
問

第
2
問

任
期
満
了
に
伴
う
改
選
の
お
知
ら
せ

山
口
県
農
業
共
済
組
合
で
は
、平
成
29
年
度
が
総
代
や
理
事
等
の
任
期
3
カ
年
の
満
了
の
年
を
迎
え
る
こ
と
か
ら
、一
斉
に
役
職
者
の
改
選
を
行
い
ま
す
。

﹇
獣
医
師
職
員
新
規
採
用
の
お
知
ら
せ
﹈

平
成
29
年
１
月
１
日
付

楠
瀨 

若
菜

阿
東
地
区
家
畜
診
療
所 

係

く  

す  

の  

せ

わ  

か  

な

組
合
員
の
中
か
ら
選
ば
れ
た
農
家
の
代
表
で
す
。予
算
や
事
業
計
画

な
ど
組
合
運
営
に
関
す
る
こ
と
を
決
定
す
る
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

【
総
代
】

理
事
：
組
合
運
営
の
執
行
機
関
と
し
て
の
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

監
事
：
業
務
の
執
行
状
況
や
財
産
状
況
を
調
査
す
る
役
割
を

　

　
　
　担
っ
て
い
ま
す
。

【
理
事
・
監
事
】

災
害
発
生
に
関
わ
る
損
害
防
止
や
損
害
の
認
定
に
つ
い
て
調
査
審

議
す
る
ほ
か
、評
価
地
区
ご
と
の
均
衡
を
図
る
た
め
の
抜
取
調
査

を
行
う
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

【
損
害
評
価
会
委
員
】

災
害
が
発
生
し
た
際
、現
地
で
損
害
を
調
査
し
た
り
、善
後
処
理

な
ど
の
指
導
を
し
ま
す
。被
害
圃
場
で
は
、収
量
調
査
を
行
う
な

ど
損
害
評
価
の
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

【
調
整
評
価
員
・
損
害
評
価
員
】

加
入
申
込
書
の
と
り
ま
と
め
や
広
報
紙
の
配
布
、各
共
済
事
業

へ
の
加
入
推
進
・
協
力
、損
害
通
知
の
受
理
、そ
の
他
日
常
の
業

務
に
関
し
て
、組
合
と
組
合
員
の
間
を
結
ぶ
大
切
な
役
割
を

担
っ
て
い
ま
す
。

【
共
済
部
長
】

総
代
の
任
期
満
了
に
伴
う
改
選
日
程

総
代
の
選
挙
区
及
び
定
員

選  

挙  

区

総
代
定
数

区  

域

６
人

６
人

６
人

４
人

８
人

３
人

３
人

６
人

３
人

７
人

７
人

６
人

５
人

６
人

６
人

和
木
町
、岩
国
市（
旧
岩
国
市
、由
宇
町
、玖
珂
町
）

岩
国
市（
周
東
町
）

岩
国
市（
美
川
町
、錦
町
、本
郷
町
、美
和
町
）

周
防
大
島
町

柳
井
市

平
生
町
、上
関
町

田
布
施
町

光
市

下
松
市

周
南
市（
旧
徳
山
市
）

周
南
市（
旧
熊
毛
町
、旧
鹿
野
町
、旧
新
南
陽
市
）

防
府
市（
防
府
、牟
礼
、富
海
、中
関
、向
島
、華
城
、西
浦
）

防
府
市（
大
道
、右
田
、小
野
）

山
口
市（
鋳
銭
司
、名
田
島
、陶
、秋
穂
二
島
、秋
穂
、大
海
）

山
口
市（
嘉
川
、佐
山
、小
郡
、阿
知
須
）

岩
国
・
和
木
１
区

岩
国
・
和
木
２
区

岩
国
・
和
木
３
区

周
防
大
島

柳
井

平
生
・
上
関

田
布
施

光下
松

周
南
１
区

周
南
２
区

防
府
１
区

防
府
２
区

山
口
１
区

山
口
２
区

選  

挙  

区

総
代
定
数

区  

域

９
人

６
人

６
人

６
人

７
人

７
人

11
人

７
人

12
人

８
人

12
人

６
人

７
人

８
人

６
人

山
口
市（
山
口
、吉
敷
、大
歳
、平
川
、宮
野
、仁
保
、小
鯖
、大
内
）

山
口
市（
旧
徳
地
町
）

山
口
市（
旧
阿
東
町
）

萩
市（
旧
萩
市
）

萩
市（
旧
川
上
村
、旧
旭
村
、旧
福
栄
村
、旧
む
つ
み
村
）

萩
市（
旧
田
万
川
町
、旧
須
佐
町
）、阿
武
町

宇
部
市

山
陽
小
野
田
市

下
関
市（
旧
下
関
市
）

下
関
市（
旧
菊
川
町
、旧
豊
田
町
）

下
関
市（
旧
豊
浦
町
、旧
豊
北
町
）

長
門
市（
旧
三
隅
町
、旧
長
門
市
）

長
門
市（
旧
日
置
町
、旧
油
谷
町
）

美
祢
市（
旧
美
東
町
、旧
秋
芳
町
）

美
祢
市（
旧
美
祢
市
）

山
口
３
区

山
口
４
区

山
口
５
区

阿
武
萩
１
区

阿
武
萩
２
区

阿
武
萩
３
区

宇
部

山
陽
小
野
田

下
関
１
区

下
関
２
区

下
関
３
区

長
門
１
区

長
門
２
区

美
祢
１
区

美
祢
2
区

●●●●●●●

総

代

選

挙

通

知

総

代

選

挙

公

告

立
候
補
・
推
薦
届
受
付
締
切

立
候
補
・
推
薦
候
補
者
公
告

総

代

選

挙

投

票
日

当

選

人

公

告

総

代

就

任
…
…
…
…
…
…
…

…
…
…
…
…
…
…

…
…
…
…
…
…
…

…
…
…
…
…
…
…

…
…
…
…
…
…
…

…
…
…
…
…
…
…

3
月
24
日

4
月
16
日

4
月
19
日

4
月
20
日

4
月
26
日

5
月
7
日

■改選のイメージ

組合員

共済部長

損害評価会委員
(損害評価会) 監事(監事会)

損害評価員総代（総代会）

理事(理事会)

推薦・選任選挙

選任 選任選任

委嘱 任命

推薦

応募方法
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白
み
そ
は
普
通
の
み
そ
に
比
べ
、熟
成
期
間
が
短
い
・
麹
の

量
が
多
い
・
塩
が
少
な
い
、と
い
う
特
徴
が
あ
り
甘
み
が
強

い
た
め
、洋
食
や
お
菓
子
作
り
に
も
使
え
る
そ
う
で
す
。み

そ
は
伝
統
的
な
日
本
の
食
品
で
す
が
、ア
イ
デ
ア
次
第
で

色
々
と
活
用
で
き
そ
う
で
す
ね
。

か
ん
た
ん
で
お
い
し
い

旬
の
野
菜
ク
ッ
キ
ン
グ
、

「
大
根
の
和
風
シ
チ
ュ
ー
」は
、

本
当
に
か
ん
た
ん
に
出
来
そ
う
。

シ
チ
ュ
ー
に
白
み
そ
と
は

意
外
で
し
た
。 O

・
C
さ
ん  

86
歳

「
農
業
は
大
事
」こ
の
お
言
葉
が
と
て
も
胸
に
響
き
ま
し
た
。

農
業
を
営
む
方
も
そ
う
で
な
い
方
も
、商
品
の
購
入
や
施
設

の
利
用
な
ど
、さ
ま
ざ
ま
な
形
で
農
業
に
関
わ
る
こ
と
が
で

き
ま
す
ね
。私
た
ち
N
O
S
A
I
も
、皆
さ
ん
と
一
緒
に
農
業

を
支
え
る
存
在
で
あ
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

県
内
で
頑
張
っ
て
お
ら
れ
る
方
の
紹
介
が
あ
り
、

も
っ
と
も
っ
と
利
用
し
た
り
、

応
援
を
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

県
内
の
商
品
が
い
ろ
ん
な
お
店
で

手
に
と
れ
た
ら
と
思
い
ま
す
。

農
業
は
大
事
で
す
。

ク
ッ
キ
ン
グ
を
参
考
に
作
っ
て
み
ま
す
。

前
回
の
寝
太
郎
さ
ん
ぽ
の
記
事
に
つ
い
て
は
、厚
狭
ご
出
身

の
方
々
か
ら
も
た
く
さ
ん
の
反
響
が
あ
り
ま
し
た
。故
郷
を

改
め
て
感
じ
る
こ
と
が
で
き
、懐
か
し
い
気
持
ち
に
な
れ
た

こ
と
と
思
い
ま
す
。ま
だ
行
か
れ
た
こ
と
の
な
い
方
は
、ぜ
ひ

足
を
運
ん
で
み
て
く
だ
さ
い
ね
。

寝
太
郎
さ
ん
ぽ
、

懐
か
し
く
読
ま
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

厚
狭
は
私
の
故
郷
で
す
。

最
近
は
あ
ま
り

帰
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、お
正
月
は
両
親
の
墓
参
り
を
か
ね
て
、

帰
ろ
う
か
な
と
思
い
ま
し
た
。

N
・
M
さ
ん  

62
歳

防
府
市

S
・
K
さ
ん  

59
歳

柳
井
市

岩
国
市

農
機
具
共
済
で
は
、共
済
事
故
に
よ
る
損
害
額
が
、1
万
円
ま

た
は
農
機
具
の
価
格
の
5
%
以
上
の
場
合
に
共
済
金
を
お
支

払
で
き
ま
す
。仮
に
新
品
の
価
格
が
5
0
0
万
円
の
農
機
具

に
、5
0
0
万
円
の
共
済
金
額（
満
額
）で
ご
加
入
い
た
だ
き
ま

す
と
、損
害
額
か
ら
免
責
部
分
を
差
し
引
い
た
額
が
全
額
補
償

さ
れ
ま
す
。2
5
0
万
円
の
共
済
金
額（
50
％
）の
ご
加
入
の
場

合
は
、満
額
加
入
の
場
合
の
50
％
の
補
償
に
な
り
ま
す
。も
し

も
の
た
め
に
、満
額
で
ご
加
入
い
た
だ
く
と
安
心
で
す
ね
。

高
齢
者
の
現
役
農
家
に
と
っ
て

N
O
S
A
I
は
、

力
強
い
後
見
人
で
あ
り

保
証
人
で
も
あ
り
ま
す
。

J
A
と
の
連
携
も
大
変
よ
く
、

安
心
し
て
農
機
具
の
共
済
に
も
加
入
し
て
い
ま
す
が
、

ど
の
程
度
の
修
理
か
ら
共
済
補
償
が
き
く
の
か
不
明
で
、

つ
い
農
機
具
店
に
頼
ん
で
支
払
い
し
て
い
る
こ
と
が

ほ
と
ん
ど
で
す
。お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

B
・
T
さ
ん  

82
歳

美
祢
市

S
・
R
さ
ん  

69
歳

萩
市

毎
号
た
く
さ
ん
の
方
か
ら
ご
意
見
・
ご
感
想
を
い
た
だ
き
、あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。い
た
だ
い
た
コ
メ
ン
ト
す
べ
て
を
ご
紹
介

で
き
ず
残
念
で
す
が
、こ
れ
か
ら
も
ぜ
ひ
お
気
軽
に
、率
直
な
ご

意
見
等
を
お
寄
せ
下
さ
い
ね
。お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

ふ
れ
あ
い
通
信
、み
な
さ
ん
か
ら
の
声
で
一
人
ず
つ
後
に

コ
メ
ン
ト
が
付
い
て
い
ま
す
ね
。と
っ
て
も
い
い
で
す
。

　
先
日
の
こ
と
で
す
が
、山
口
大
学
の
売
店
に

山
口
県
産
小
麦「
せ
と
き
ら
ら
」を
使
用
し
た

『
山
口
の
パ
ン
』シ
リ
ー
ズ
商
品
が
置
か
れ
て
い

る
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。学
生
が
見
つ
け
て
う

れ
し
そ
う
に
教
え
て
く
れ
た
の
で
す
。そ
の
後
、

メ
ー
カ
ー
の
松
月
堂
さ
ん
が
研
究
室
を
訪
ね
て

く
だ
さ
り
、毎
月
シ
リ
ー
ズ
で
商
品
化
を
進
め

て
い
か
れ
る
こ
と
を
お
話
し
し
て
く
だ
さ
い
ま

し
た
。昨
年
12
月
に
行
わ
れ
た
Ｊ
Ａ
山
口
中
央

の「
ふ
れ
あ
い
農
業
ま
つ
り
」で
は
、山
口
県
流

通
セ
ン
タ
ー
に
あ
る
石
窯
パ
ン
工
房「
須
恵
の

郷
」で「
せ
と
き
ら
ら
」使
用
の
パ
ン
を
作
っ
て
い

た
だ
き
販
売
す
る
と
大
変
好
評
で
即
完
売
。こ

こ
に
き
て
パ
ン
屋
さ
ん
が「
せ
と
き
ら
ら
」を

使
っ
て
く
だ
さ
る
よ
う
に
な
り
、山
口
県
で
の
小

麦
の
地
産
地
消
が
現
実
化
し
て
き
ま
し
た
。

　
小
麦
は
原
料
で
あ
る
た
め「
地
産
地
消
」し

に
く
い
の
で
す
が
、山
口
県
の
行
政
が
主
導
し

て
給
食
の
パ
ン
に
山
口
県
産
小
麦
を
１
０

０
％
使
用
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
、「
地
産
地

消
」を
進
め
て
き
ま
し
た
。今
、１
０
０
％
が
達

成
し
た
こ
と
で
、給
食
以
外
に
も
小
麦
の
販
売

先
を
開
拓
し
な
く
て
は
な
ら
な
く
な
り
ま
し

た
。こ
れ
に
は
製
粉
会
社
だ
け
で
な
く
、小
麦

農
家
、パ
ン
屋
さ
ん
、消
費
者
も
含
め
て
関
わ

る
人
全
員
で
取
り
組
む
必
要
が
あ
り
ま
す
。そ

れ
に
は
、外
国
の
小
麦
や
パ
ン
の
お
い
し
さ
に

代
わ
る
、山
口
県
産
な
ら
で
は
の
魅
力
的
な
ス

ト
ー
リ
ー
が
必
要
で
す
。「
せ
と
き
ら
ら
」の
開

発
秘
話
な
ど
、山
口
の
あ
ら
た
な
食
文
化
を
育

て
て
き
た
人
た
ち
の
思
い
も
伝
え
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。こ
う
し
た
こ
と
を
伝
え
る
の

が
私
の
役
目
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
農
業
は
、生
産
者
だ
け
で
な
く
、加
工
者
、

販
売
者
、消
費
者
も
含
め
て
、こ
れ
に
関
わ
る

人
み
ん
な
で
支
え
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

日
本
の
農
業
を
、山
口
の
農
業
を
、そ
し
て
地

元
に
根
ざ
す
農
業
を
誇
り
に
思
い
、生
産
者
も

消
費
者
も
、こ
れ
ら
農
業
を
支
え
る
人
々
が

互
い
の
顔
を
見
て
、心
で
つ
な
が
る
関
係
を
つ

く
っ
て
ほ
し
い
で
す
。農
家
の
皆
さ
ん
は
自
信

を
も
っ
て
ご
自
身
の
農
業
を
発
信
し
、「
地
産

地
消
」に
取
り
組
ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。

山
口
大
学 

農
学
部
教
授  

高
橋 

肇
先
生
の
よ
く
わ
か
る 

農
学
講
座  

第
4
回 

た
だ
し

生
産
者
・
加
工
者
・
販
売
者
・
消
費
者
と
の

連
携
で「
地
産
地
消
」が
現
実
化

高橋 肇 先生
東京出身、田舎と農業に憧れて北海道
大学農学部に入学。1995年に山口大
学に着任。小麦の研究の傍ら地域農業
者との交流を深め、循環型・環境保全
型農業、食育活動等を推進。地域活性
化伝導師としても活躍。2015年12月に
「小麦栽培から始めるパンづくり～三
丘パン研究会12年間の成果」を出版。

最
近
、先
生
が
体
験
さ
れ
た

「
地
産
地
消
」の
ト
ピ
ッ
ク
ス
を

教
え
て
く
だ
さ
い
。

「
地
産
地
消
」に
関
す
る
人
た
ち

そ
れ
ぞ
れ
の
今
後
の
課
題
と
は
？

　
大
学
の
農
場
で
穫
れ
る
小
麦
で
は
、量
が
少

な
く
て
ふ
つ
う
製
粉
工
場
で
は
挽
い
て
も
ら

え
ま
せ
ん
が
、最
近
、大
学
の
小
ロ
ッ
ト
で
も

挽
い
て
く
れ
る
と
こ
ろ
が
あ
ら
わ
れ
て
き
ま

し
た
。今
後
、山
口
大
学
産
の
小
麦
粉
で
焼
い

た
パ
ン
を
大
学
生
協
で
も
販
売
し
て
も
ら
う

予
定
で
す
。生
産
者
・
加
工
者
・
販
売
者
・
消
費

者
の
連
携
に
よ
る
地
域
経
済
循
環
・
地
産
地
消

の
輪
が
で
き
つ
つ
あ
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

「
せ
と
き
ら
ら
」は

山
口
大
学
の
農
場
で
も

栽
培
・
収
穫
さ
れ
て
い
る
そ
う
で
す
ね
。

最
後
に
、読
者
で
あ
る

農
家
の
皆
さ
ん
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

山口大学
農学部教授  

ふれあい
通信

皆さんからの声をお届けします。
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白
み
そ
は
普
通
の
み
そ
に
比
べ
、熟
成
期
間
が
短
い
・
麹
の

量
が
多
い
・
塩
が
少
な
い
、と
い
う
特
徴
が
あ
り
甘
み
が
強

い
た
め
、洋
食
や
お
菓
子
作
り
に
も
使
え
る
そ
う
で
す
。み

そ
は
伝
統
的
な
日
本
の
食
品
で
す
が
、ア
イ
デ
ア
次
第
で

色
々
と
活
用
で
き
そ
う
で
す
ね
。

か
ん
た
ん
で
お
い
し
い

旬
の
野
菜
ク
ッ
キ
ン
グ
、

「
大
根
の
和
風
シ
チ
ュ
ー
」は
、

本
当
に
か
ん
た
ん
に
出
来
そ
う
。

シ
チ
ュ
ー
に
白
み
そ
と
は

意
外
で
し
た
。 O

・
C
さ
ん  

86
歳

「
農
業
は
大
事
」こ
の
お
言
葉
が
と
て
も
胸
に
響
き
ま
し
た
。

農
業
を
営
む
方
も
そ
う
で
な
い
方
も
、商
品
の
購
入
や
施
設

の
利
用
な
ど
、さ
ま
ざ
ま
な
形
で
農
業
に
関
わ
る
こ
と
が
で

き
ま
す
ね
。私
た
ち
N
O
S
A
I
も
、皆
さ
ん
と
一
緒
に
農
業

を
支
え
る
存
在
で
あ
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

県
内
で
頑
張
っ
て
お
ら
れ
る
方
の
紹
介
が
あ
り
、

も
っ
と
も
っ
と
利
用
し
た
り
、

応
援
を
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

県
内
の
商
品
が
い
ろ
ん
な
お
店
で

手
に
と
れ
た
ら
と
思
い
ま
す
。

農
業
は
大
事
で
す
。

ク
ッ
キ
ン
グ
を
参
考
に
作
っ
て
み
ま
す
。

前
回
の
寝
太
郎
さ
ん
ぽ
の
記
事
に
つ
い
て
は
、厚
狭
ご
出
身

の
方
々
か
ら
も
た
く
さ
ん
の
反
響
が
あ
り
ま
し
た
。故
郷
を

改
め
て
感
じ
る
こ
と
が
で
き
、懐
か
し
い
気
持
ち
に
な
れ
た

こ
と
と
思
い
ま
す
。ま
だ
行
か
れ
た
こ
と
の
な
い
方
は
、ぜ
ひ

足
を
運
ん
で
み
て
く
だ
さ
い
ね
。

寝
太
郎
さ
ん
ぽ
、

懐
か
し
く
読
ま
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

厚
狭
は
私
の
故
郷
で
す
。

最
近
は
あ
ま
り

帰
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、お
正
月
は
両
親
の
墓
参
り
を
か
ね
て
、

帰
ろ
う
か
な
と
思
い
ま
し
た
。

N
・
M
さ
ん  

62
歳

防
府
市

S
・
K
さ
ん  

59
歳

柳
井
市

岩
国
市

農
機
具
共
済
で
は
、共
済
事
故
に
よ
る
損
害
額
が
、1
万
円
ま

た
は
農
機
具
の
価
格
の
5
%
以
上
の
場
合
に
共
済
金
を
お
支

払
で
き
ま
す
。仮
に
新
品
の
価
格
が
5
0
0
万
円
の
農
機
具

に
、5
0
0
万
円
の
共
済
金
額（
満
額
）で
ご
加
入
い
た
だ
き
ま

す
と
、損
害
額
か
ら
免
責
部
分
を
差
し
引
い
た
額
が
全
額
補
償

さ
れ
ま
す
。2
5
0
万
円
の
共
済
金
額（
50
％
）の
ご
加
入
の
場

合
は
、満
額
加
入
の
場
合
の
50
％
の
補
償
に
な
り
ま
す
。も
し

も
の
た
め
に
、満
額
で
ご
加
入
い
た
だ
く
と
安
心
で
す
ね
。

高
齢
者
の
現
役
農
家
に
と
っ
て

N
O
S
A
I
は
、

力
強
い
後
見
人
で
あ
り

保
証
人
で
も
あ
り
ま
す
。

J
A
と
の
連
携
も
大
変
よ
く
、

安
心
し
て
農
機
具
の
共
済
に
も
加
入
し
て
い
ま
す
が
、

ど
の
程
度
の
修
理
か
ら
共
済
補
償
が
き
く
の
か
不
明
で
、

つ
い
農
機
具
店
に
頼
ん
で
支
払
い
し
て
い
る
こ
と
が

ほ
と
ん
ど
で
す
。お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

B
・
T
さ
ん  

82
歳

美
祢
市

S
・
R
さ
ん  

69
歳

萩
市

毎
号
た
く
さ
ん
の
方
か
ら
ご
意
見
・
ご
感
想
を
い
た
だ
き
、あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。い
た
だ
い
た
コ
メ
ン
ト
す
べ
て
を
ご
紹
介

で
き
ず
残
念
で
す
が
、こ
れ
か
ら
も
ぜ
ひ
お
気
軽
に
、率
直
な
ご

意
見
等
を
お
寄
せ
下
さ
い
ね
。お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

ふ
れ
あ
い
通
信
、み
な
さ
ん
か
ら
の
声
で
一
人
ず
つ
後
に

コ
メ
ン
ト
が
付
い
て
い
ま
す
ね
。と
っ
て
も
い
い
で
す
。

　
先
日
の
こ
と
で
す
が
、山
口
大
学
の
売
店
に

山
口
県
産
小
麦「
せ
と
き
ら
ら
」を
使
用
し
た

『
山
口
の
パ
ン
』シ
リ
ー
ズ
商
品
が
置
か
れ
て
い

る
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。学
生
が
見
つ
け
て
う

れ
し
そ
う
に
教
え
て
く
れ
た
の
で
す
。そ
の
後
、

メ
ー
カ
ー
の
松
月
堂
さ
ん
が
研
究
室
を
訪
ね
て

く
だ
さ
り
、毎
月
シ
リ
ー
ズ
で
商
品
化
を
進
め

て
い
か
れ
る
こ
と
を
お
話
し
し
て
く
だ
さ
い
ま

し
た
。昨
年
12
月
に
行
わ
れ
た
Ｊ
Ａ
山
口
中
央

の「
ふ
れ
あ
い
農
業
ま
つ
り
」で
は
、山
口
県
流

通
セ
ン
タ
ー
に
あ
る
石
窯
パ
ン
工
房「
須
恵
の

郷
」で「
せ
と
き
ら
ら
」使
用
の
パ
ン
を
作
っ
て
い

た
だ
き
販
売
す
る
と
大
変
好
評
で
即
完
売
。こ

こ
に
き
て
パ
ン
屋
さ
ん
が「
せ
と
き
ら
ら
」を

使
っ
て
く
だ
さ
る
よ
う
に
な
り
、山
口
県
で
の
小

麦
の
地
産
地
消
が
現
実
化
し
て
き
ま
し
た
。

　
小
麦
は
原
料
で
あ
る
た
め「
地
産
地
消
」し

に
く
い
の
で
す
が
、山
口
県
の
行
政
が
主
導
し

て
給
食
の
パ
ン
に
山
口
県
産
小
麦
を
１
０

０
％
使
用
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
、「
地
産
地

消
」を
進
め
て
き
ま
し
た
。今
、１
０
０
％
が
達

成
し
た
こ
と
で
、給
食
以
外
に
も
小
麦
の
販
売

先
を
開
拓
し
な
く
て
は
な
ら
な
く
な
り
ま
し

た
。こ
れ
に
は
製
粉
会
社
だ
け
で
な
く
、小
麦

農
家
、パ
ン
屋
さ
ん
、消
費
者
も
含
め
て
関
わ

る
人
全
員
で
取
り
組
む
必
要
が
あ
り
ま
す
。そ

れ
に
は
、外
国
の
小
麦
や
パ
ン
の
お
い
し
さ
に

代
わ
る
、山
口
県
産
な
ら
で
は
の
魅
力
的
な
ス

ト
ー
リ
ー
が
必
要
で
す
。「
せ
と
き
ら
ら
」の
開

発
秘
話
な
ど
、山
口
の
あ
ら
た
な
食
文
化
を
育

て
て
き
た
人
た
ち
の
思
い
も
伝
え
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。こ
う
し
た
こ
と
を
伝
え
る
の

が
私
の
役
目
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
農
業
は
、生
産
者
だ
け
で
な
く
、加
工
者
、

販
売
者
、消
費
者
も
含
め
て
、こ
れ
に
関
わ
る

人
み
ん
な
で
支
え
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

日
本
の
農
業
を
、山
口
の
農
業
を
、そ
し
て
地

元
に
根
ざ
す
農
業
を
誇
り
に
思
い
、生
産
者
も

消
費
者
も
、こ
れ
ら
農
業
を
支
え
る
人
々
が

互
い
の
顔
を
見
て
、心
で
つ
な
が
る
関
係
を
つ

く
っ
て
ほ
し
い
で
す
。農
家
の
皆
さ
ん
は
自
信

を
も
っ
て
ご
自
身
の
農
業
を
発
信
し
、「
地
産

地
消
」に
取
り
組
ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。

山
口
大
学 

農
学
部
教
授  

高
橋 

肇
先
生
の
よ
く
わ
か
る 

農
学
講
座  

第
4
回 

た
だ
し

生
産
者
・
加
工
者
・
販
売
者
・
消
費
者
と
の

連
携
で「
地
産
地
消
」が
現
実
化

高橋 肇 先生
東京出身、田舎と農業に憧れて北海道
大学農学部に入学。1995年に山口大
学に着任。小麦の研究の傍ら地域農業
者との交流を深め、循環型・環境保全
型農業、食育活動等を推進。地域活性
化伝導師としても活躍。2015年12月に
「小麦栽培から始めるパンづくり～三
丘パン研究会12年間の成果」を出版。

最
近
、先
生
が
体
験
さ
れ
た

「
地
産
地
消
」の
ト
ピ
ッ
ク
ス
を

教
え
て
く
だ
さ
い
。

「
地
産
地
消
」に
関
す
る
人
た
ち

そ
れ
ぞ
れ
の
今
後
の
課
題
と
は
？

　
大
学
の
農
場
で
穫
れ
る
小
麦
で
は
、量
が
少

な
く
て
ふ
つ
う
製
粉
工
場
で
は
挽
い
て
も
ら

え
ま
せ
ん
が
、最
近
、大
学
の
小
ロ
ッ
ト
で
も

挽
い
て
く
れ
る
と
こ
ろ
が
あ
ら
わ
れ
て
き
ま

し
た
。今
後
、山
口
大
学
産
の
小
麦
粉
で
焼
い

た
パ
ン
を
大
学
生
協
で
も
販
売
し
て
も
ら
う

予
定
で
す
。生
産
者
・
加
工
者
・
販
売
者
・
消
費

者
の
連
携
に
よ
る
地
域
経
済
循
環
・
地
産
地
消

の
輪
が
で
き
つ
つ
あ
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

「
せ
と
き
ら
ら
」は

山
口
大
学
の
農
場
で
も

栽
培
・
収
穫
さ
れ
て
い
る
そ
う
で
す
ね
。

最
後
に
、読
者
で
あ
る

農
家
の
皆
さ
ん
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

山口大学
農学部教授  

ふれあい
通信

皆さんからの声をお届けします。
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かんたんでおいしい旬の野菜クッキング

わが家の庭の山桜。春
太郎と名づけて毎年花
が咲くのを楽しみに待
ちます。開花は4月の半
ば、楚々とした淡い花を
ひとつ咲かせた日がわ
たしの春のはじまり。春
が来た喜びを食卓にも
咲かせましょう。

「春を待つ」

広島大学教育学部卒業。
食と農に興味を持ち、野
菜ソムリエの資格取得。広
島県健康大使、著書に
「100万人の幸せごはん」。

ビタミンCがいっぱい！「春キャベツ」

キャベツと厚揚げの回鍋肉風

キャベツの昆布茶もみ

◎作り方

◎材料 （4人分）

❶キャベツは食べやすい大きさにザク切り、ピーマンも食べやすい大きさに切る。

❷厚揚げは熱湯をかけて油抜きし、5㎜幅に切る。

❸Aの調味料を合わせておく。

❹ごま油を熱したフライパンに厚揚げ、ピーマン、キャベツの順に入れて
炒め、③を加えて全体にとろみがつく程度にサッと炒め合わせる。

調理のポイント
ビタミンCと水分の
多い春キャベツは
火を入れすぎない
こと。また、できれば
手でちぎった方がお
いしいです。

年中出回るキャベツですが、これから4月にかけて旬を迎える春キャベツは葉がやわらかく、みずみずしいのが特
徴。とくに嬉しいのはビタミンCの含有量。外葉を1枚食べるだけでもレモン1個分程度のビタミンCを摂取できると
も言われています。ビタミンCは加熱によって壊れやすいのでそのまま生で食べるか、サッと炒める程度で。また、水
分が多い分傷みやすいので早めに食べ切りましょう。たくさん食べて体のなかに元気な春を取り込みましょう！

山口県農業共済組合

〒759-6301  下関市豊浦町大字川棚6880番地1
TEL 083-772-2211  FAX 083-772-2588

西部総合支所

〒742-0417  岩国市周東町下久原484番地3
TEL 0827-84-0041  FAX 0827-84-0053

東部総合支所

〒754-0002  山口市小郡下郷2276番地6
TEL 083-972-7500  FAX 083-972-1811

本所

表紙写真「芝桜交流の里」周南市大道理鹿野地
大道理は周南市中心街から車で約20分の山間
地にある。「やまぐち棚田20選」にも指定され、
昔ながらの美しい田園風景を伝えている。春に
なると地元「百笑倶楽部」の人達によって植え
られた芝桜、約十万本がいっせいに開花し、赤
やピンク、白、薄紫等の見事な絨毯が出来上が
る。まるでおとぎの国に迷い込んだような美し
い景色を見ようと多くの見物客が訪れる。

◎材料
◎作り方
手でちぎったキャベツをポリ袋に
入れ、ごま油と昆布茶を加えて軽
くもんで味をなじませる。水分が
出やすいので、食べる直前に作る
のがおいしい。

キャベツ、昆布茶
（粉末）、ごま油

各適量…………

キ ャ ベ ツ
ピ ー マ ン
厚 揚 げ
ご ま 油
豆 板 醤

甜 麺 醤
しょうゆ、砂糖

酒、オイスターソース、片栗粉

A合わせ調味料

（好みで）すりおろしにんにく、しょうが

大さじ 1
各小さじ 2

1/8個
2個
1枚
適量
好みで小さじ1/2くらい

各小さじ 1

適量

……
……
……
……
……

……
……

………………………

………………………

農の力を未来へつなぐ

P03-04
みんなスマイル！

家族応援団
P09-10

収入保険制度
P11

任期満了に伴う
改選のお知らせ

第12号
平成29年春

幸せの
 おまけ

花井  綾美
シニア野菜ソムリエ、食育プランナー

撮影者 竹重 満憲（岩国市在住）


